


代表的な指標代表的な指標

安全な
生活環境の確保

大気環境の保全に向けた自動車公害対策や大気汚染防止
対策、河川の保全や瀬戸内海・児島湖等の水質改善対策、
騒音・振動の防止、土壌・地下水汚染対策や有害化学物質
対策、環境放射線の監視などを総合的に実施します。

自然と
共生した社会の形成

豊かな自然環境の保護に努めるとともに、野生生物
の保護・管理、自然とのふれあいの場の確保、水辺環
境や森林・身近なみどり等の保全と創出などに努め
ます。

3
基本
目標

4
基本
目標

項　　目
計画策定時
平成18年度
（2006年度）

現　況
平成27年度
（2015年度）

児島湖の水質（COD） 8.0mg/L 7.2mg/L

（平成26（2014）年度）

目　標
平成32年度
（2020年度）

6.8mg/L

46%自動車保有台数に占める
低公害車の割合

32.0%

項　　目
計画策定時
平成18年度
（2006年度）

現　況
平成27年度
（2015年度）

希少野生動植物（条例指定等）
の保護に取り組む地域数 4地域

1,234万人

11地域

（平成17（2005）年度）

目　標
平成32年度
（2020年度）

1,450万人

12地域

自然公園利用者数 1,216万人

水環境の保全
●生活排水対策
●河川等の保全対策の推進
●湖沼水質保全対策の推進
●瀬戸内海の保全と再生
●森林の保全《再掲》

有害化学物質対策
●有害化学物質による
  環境汚染の防止
●アスベスト対策の推進

大気環境の保全
●環境に配慮した自動車
  運転等の推進
●低公害車の導入促進
  《再掲》
●公共交通機関等の利用
  促進《再掲》

●交通円滑化の推進
 《再掲》
●大気汚染防止対策の
  実施
●悪臭被害の防止

騒音・振動の防止
●道路交通騒音・振動、航空機
　騒音、新幹線鉄道騒音・
振動対策
●騒音・振動の規制

土壌・地下水汚染対策
●土壌・地下水汚染の防止

環境放射線の監視
●環境放射線の監視

環境コミュニケーションの推進
●環境コミュニケーション
  の推進

水とみどりに恵まれた環境の保全とみどりの創出
●水辺環境の保全と創出
●森林の保全《再掲》

●里地・里山の保全
●身近なみどりの創出

豊かな自然環境の保護
●自然公園等の保護
●自然との調和に配慮した事業活動

自然とのふれあいの推進
●自然環境学習等の推進
●自然とのふれあいの場の確保

野生生物の保護
●希少野生動植物の保護
●野生鳥獣の保護・管理

●移入種等の対策

自然との共生おかやま戦略の推進
●自然との共生おかやま戦略の推進
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●環境保全団体等との協働
●県民総参加による取組の推進

協働による環境保全活動の促進

●実践につながる環境学習の推進
●協働で取り組む体制の充実 
●学校教育における環境教育の推進

環境学習の充実

●県土岡山の景観形成の推進

景観の保全と創造

●新エネルギーの推進
●環境等関連分野の産業の振興
●環境と好循環した農林水産業の振興
●グリーン購入等の推進《再掲》
●省エネルギー住宅・省エネルギー型機器等の
  普及拡大《再掲》

●環境マネジメントシステムの普及拡大
●CSR（企業の社会的責任）活動の普及
●環境保全のための費用負担意識の普及

グリーン成長の推進

環境に配慮した事業者の育成・拡大

●環境影響評価の適正な実施
環境影響評価の推進

参加と協働に
よる快適な環境の保全
県民、事業者、環境NPO、ボランティア等と行政
との協働による環境保全活動を促進するととも
に、主体的な保全活動に向けて、様々な体験を通
じた環境学習機会を提供します。また、県土岡山
の優れた景観の形成を推進します。

推進
目標1 環境と経済が

好循環する仕組みづくり
環境保全を経済発展につなげるグリーン成長の
推進を図るとともに、事業活動に伴う環境負荷低
減のため、環境マネジメントシステムやCSR（企業
の社会的責任）活動の普及拡大に努めます。ま
た、環境影響評価制度を適正に運用します。

推進
目標2

の推進目標2つ
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